
野外力検定入門編　実施報告　　　　　NPO大自然のひろば 

１　日時　２０１７年９月２４日（日）午前の部１０時から１２時　午後の部１４時から１６時 
２　会場　川崎市青少年の家　園庭 
３　参加者　午前１４名（保護者ほか９名）　午後６名（保護者５名） 
４　スタッフ　主任検定員　竹内　検定員　藁谷　小川　増田　高森 
５　プログラム　開会式（挨拶とスタッフ紹介）　アイスブレークとグループ分け　６種類の検定 
　　　　　　　　種目は「においの達人」「長さどんぴしゃ」「重さどんぴしゃ」「巻き結び」 
　　　　　　　　　　　「記憶の達人」「丸太切り」 
６　事前準備　５月から準備会、実行委員会（３回）を行って、準備をした。 
７　ゆめ基金事業として、川崎市教育委員会及び川崎市青少年の家の後援をいただいた。 
８　ゆめ基金の関係で主催はアウトドアチャレンジ協会としたが、実際にはNPO大自然のひろば 
　　が運営を行った。 
９　参加者の学年及び性別　２０名（♀８♂１２） 小学１ ５名（♀４♂１) 小学２ ２名（♀♂）                            
                                       小学３ ４名（♀4)小学４  5名(♂５) 　小学６　４名(♂４) 
10  参加費　一人３００円 
11  広報　　チラシ３千枚（川崎市内各施設に配付）　HP　メルマガで広報 
12  当日の状況　天気は曇り時々はれ　気温２５℃　ヤブ蚊が多い（木の近く） 
　午前の部 
　８時３０分にスタッフ集合して会場準備、備品類は川崎市青少年の家関口さんが競技ごとに分
類してくれたので、混乱は無かった。会場の各コーナー設置は主任検定員の竹内さんが指示して準
備を行う。９時３０分頃に準備を終えて、受付開始。参加者を確認しながら検定の手順を話し合
う。グループを３つに分けて、コーナーを回ることにした。BSの参加があり、一般参加者と一緒
にするとやりにくいので一般の女の子グループとカブスカウト、ボーイスカウトの３グループとし
た。グループ分けもアイスブレーク（じゃんけんゲームやカテゴリーなど）を行いながら小川さん
が上手に実施してくれた。「丸太切り」「巻き結び」の二つのコーナーはBS指導者にお手伝いい
ただき運営した。重さどんぴしゃは増田さん、「長さどんぴしゃ」竹内さんが担当。その他のコー
ナーはグループの担当検定員（藁谷・小川・高森）が説明、運営を行った。 
　１１時３０分頃に検定は終了。集合写真を撮影して、終了の挨拶とアンケートの協力依頼をし
て解散。領収書と資料は受付で配付した。 
　 
　昼食は所長室でおにぎり二個と卵スープ、食後に珈琲をいただきました。 
　食後１時間は休憩できたのでリフレッシュ出来ました。その間にチェーンソーの修理 

午後の部 
　１３時３０分から受付開始、１４時に開会の挨拶とスタッフの紹介、アイスブレークを行いま
した。午後は参加者が６名だったので、３名の２グループにして各コーナーを回りました。丸太切
りは時間がかかりますが、達成感があり女の子も一生懸命取り組んで、出来なかった子どもはい
ませんでした。驚いたことに、１年生の男の子が一番早く丸太を切ることが出来たのでコツを掴
むと初めての体験でも上手に出来ます。また、切った丸太に（コースター）名前や絵を描いてもら
うと、自分の得意な絵やマンガそして、木の形に合わせて猫を書く子どももいて子どもの柔らか
い頭脳で観察力を感じました。（子どもは天才） 



　１５時３０分ごろほぼ同時に二つのグループが検定を終了して、集合写真、閉会の挨拶、アンケー
ト記入領収書と資料の配付など、午前と同じ流れで作運営できました。 
　午後は大人の遊び時間もあり、園庭の柿を取って皆さんめしあがり、お土産にも数個持って帰
りました。秋のめぐみです。 
　後片付けは流石にスタッフがベテランなので、終わったコーナーからどんどん片付けて１６時
３０分には会場を出ることが出来ました。ODC協議会から借用した備品類もダンボールに梱包し
て、帰り道でコンビニから発送して片付けることが出来ました。 
　借用備品一覧を参考に記載します。 

会計処理が終わりましたらご報告します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高森 

 

集合写真　上が午前　下が午後アイスブレーク

柿に夢中の保護者 １㎏　ピッタリ



 
 

 

 

ピッタリ１㎏

巻き結び

丸太切り

長さどんぴしゃ

記憶の達人

重さの達人 においの達人

子どもは天才


